
ヤ
ド
リ
ギ
は
寄
生
植
物

　
こ
の
『
し
い
む
じ
な
』
に
も
何
度
か

ヤ
ド
リ
ギ
の
話
題
を
書
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
こ
の
植
物
に
つ
い
て
少
し
詳

し
く
ご
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
ヤ
ド
リ
ギ
の
存
在
に
気

づ
く
の
は
冬
で
す
。
落
葉
し
た
ケ
ヤ

キ
や
サ
ク
ラ
な
ど
の
枝
に
つ
い
た
丸

い
か
た
ま
り
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り

（
写
真
❶
）、「
あ
れ
は
木
の
病
気
か

ね
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
り
も
し
ま
す
。

あ
の
丸
い
か
た
ま
り
は
病
気
で
は
な

く
ヤ
ド
リ
ギ
と
い
う
植
物
な
の
で
す
。

ヤ
ド
リ
ギ
は
常
緑
性
の
低
木
で
、
地
面

に
生
え
る
こ
と
は
な
く
、
他
の
樹
木
の

枝
や
幹
に
根
を
差
し
込
ん
で
水
や
栄

養
を
横
取
り
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ヤ

ド
リ
ギ
自
身
に
も
葉
緑
素
が
あ
り
自

力
で
も
栄
養
を
作
れ
る
の
で
、
こ
う
い

う
も
の
を
半
寄
生
植
物
と
呼
び
ま
す
。

　
寄
生
植
物
が
寄
生
す
る
相
手
の
こ

と
を
寄
主
ま
た
は
宿
主
と
呼
び
ま
す
。

ヤ
ド
リ
ギ
の
寄
主
は
す
べ
て
落
葉
広

葉
樹
で
す
。
千
葉
県
で
は
ケ
ヤ
キ
、
エ

ノ
キ
、
サ
ク
ラ
な
ど
に
寄
生
す
る
こ
と

が
多
く
、
山
地
や
北
日
本
で
は
コ
ナ

ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ブ
ナ
、
シ
ラ
カ
バ
、

ナ
ナ
カ
マ
ド
と
い
っ
た
樹
木
に
寄
生

し
て
い
る
の
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

（
尾
崎
　
煙
雄
）

き
　
し
ゅ

し
ゅ
く
し
ゅ

し
ゅ
く
し
ゅ

房総の山のフィールド・ミュージアム　ニュースレター

　清和県民の森を中心とした房総の山を舞台に、地域の自然や文化そのものを「資料」や「展示物」としてとらえる、千葉県立中央博物館が中心となっておこなって
いる新しい博物館活動です。観察会の開催、君津市立三島小学校での「教室博物館」開設に加え、地域の人々と協働で資料の収集や調査・研究等をおこなっています。

房総の山のフィールド・ミュージアムとは
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今
年
の
冬
は
五
〇
数
年
ぶ
り
に
十
一
月
に

初
雪
が
降
り
積
も
り
、
驚
き
ま
し
た
ね
。

　
寒
い
冬
は
家
の
中
で
暖
か
く
し
て
い
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

木
々
が
葉
を
落
と
し
た
こ
の
時
期
は
、
ヤ
ド

リ
ギ
や
コ
ケ
の
絶
好
の
観
察
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

天
気
の
良
い
日
は
ヤ
ド
リ
ギ
や
コ
ケ
を
探
し

に
で
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　房総の山のフィールド・ミュージアムのニュース

レターのタイトル「しいむじな」は、アナグマをさ

す房総丘陵の方言です。ムジナは地域によってアナ

グマやタヌキをさすなど様々なのですが、千葉県内

ではアナグマのことが多いようです。房総丘陵の

人々は、大きなスダジイの木のウロに棲んでいるム

ジナを、愛情を込めて「しいむじな」と呼んでいます。

編
集
後
記

4

由来の

写真中央の遠くに見える
平らな山が注目を浴びた。
これは下見の時の写真を
強調したもの。
当日は夕日に映え、もっと
はっきり見えた。

　10月23日に観察会「房総の里を歩く４～木更津周辺～」を開
催しました。
　房総丘陵の街歩きをしながら、歴史や民俗、生きものや地質・
地形など、見つけたものを何でも観察するという観察会の４回
目です。
　当日は、ちばアクアラインマラソン2016の開催日。いつもは
どちらかというとひっそりした印象の木更津市内は、とても賑
わっていました。
　観察会では、午前中は古い絵はがきや観光パンフレットをた
よりに市街を散策し、午後は太田山周辺で地層や地形を観察し、
旧安西家住宅を見学しました。
　太田山の展望台では「南東の方向に見える平らな山はいった
いどこなのか？」ということが話題になりました。そのときは

よく分からなかったのですが、後日、調べてみたところ、この
山は木更津市と君津市そして市原市の境にある万田野の砂取り
場あたりと判明しました。　　　　　　　　　　（小田島　高之）

観察会で見つけたもの
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落鮎 ～秋のアユ～

　５年前の秋、下流の橋から川面をのぞくと､ 30～40匹の魚の
群れがゆらゆらと泳いでいます。
　流線形で大きさは15～20センチ、わき腹が真っ黒です。
　産卵に向かうアユの群れです。
　ちなみに、秋のアユを落鮎や錆鮎とよびます。
　アユは産卵後、川を下りながら、死んでいきます。
　小櫃川で秋にアユを見るのは初めてでしたので、とても驚き
ました。
　突然、アユが互いに体を寄せ合い、水しぶきを上げました。
　川に降りて、岩盤をみると白い粒があちこちに付いていまし
た。アユの卵です。

　水しぶきを上げた時に産
卵したのでしょうか。
　今年の秋、地元の釣り好き
の方から聞いた話では「小櫃
川の魚で、ヤマベ（オイカワ）
やハヤ（ウグイ）は食べない
が、アユは内臓を抜き、フラ
イにして食べる」そうです。
　川魚ではアユが一番おい
しいといいます。しかし、産
卵後のアユは味がすっかり落ちています。
　さて、昭和２年（1927）発行の『君津郡誌』には「川魚の漁
獲法のみが進歩して、保護養殖が伴っていないので、種類産額
ともに減少しつつある。特に、香魚（アユのこと）は、水力電
気及び水車などに利用するため、河川の水をせきとめた。その
ため、アユが上流にさかのぼることができずに著しくその数を
減らした」と書かれています。
　すでに昭和初期からアユの減少を心配し、保護養殖の必要性
を述べています。
　いずれにせよ、アユが生活しやすい川の環境を保ち続けたいも
のです。

（文・写真　千葉県立中央博物館ボランティア　成田　篤彦）

小櫃川流域の生きもの

サケ科　体長10～ 30センチ。北海道西部以南の日本各地
に分布。夏のアユは背がオリーブ色。香気が高いので香魚
ともいう。

アユＭＥＭＯ

連　載

多数のヤドリギに寄生されたサクラ。

おち あゆ

さびあゆ

写真：秋のアユの群れ
（2011年11月１日木更津市）

ヤ
ド
リ
ギ

❶



　
多
く
の
植
物
と
同
じ
く
ヤ
ド
リ
ギ

は
種
子
で
増
え
ま
す
。
し
か
し
ヤ
ド

リ
ギ
の
種
子
は
地
面
に
落
ち
た
ら
生

き
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
生
き
残
る
た
め

に
は
寄
主
の
枝
や
幹
に
種
子
を
く
っ

つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ヤ
ド
リ

ギ
に
は
そ
の
た
め
の
巧
妙
な
し
か
け

が
あ
り
ま
す
。

　
ヤ
ド
リ
ギ
に
は
雌
株
と
雄
株
が
あ

り
ま
す
。
雌
株
に
は
直
径
七
ミ
リ
く

ら
い
の
丸
い
実
が
な
っ
て
、
冬
に
黄
色

ま
た
は
赤
色
に
熟
し
ま
す
（
写
真
❷
）。

実
の
中
に
は
種
子
が
一
個
入
っ
て
い

て
、
粘
り
け
の
あ
る
透
明
な
果
肉
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
（
写
真
❸
）。
こ
の

実
を
鳥
が
食
べ
る
と
、
種
子
は
消
化
さ

れ
ず
に
糞
と
い
っ
し
ょ
に
鳥
の
お
尻
か

せ
ん
た
い

は
い
じ
く

き  

せ
い
こ
ん

い
　

か
ん
そ
く

どうやって増えるかヤドリギは

　ここまで「ヤドリギ」という１つの種について紹介してきました
が、樹木の枝や幹に寄生する低木性の種は他にもあります。これら
をまとめて「ヤドリギ類」と呼ぶことにします。ヤドリギ類は世界
に1,000種以上が知られていて、世界中の熱帯から温帯に広く分布
しています。日本には表に示す６種のヤドリギ類が知られています。
　千葉県内ではこのうち４種が記録されています。ヤドリギは県
のほぼ全域に分布しますが、北部では少ない傾向があります。ヒノ
キバヤドリギは公園などに植栽されたツバキに寄生しているのを
ときどき見かけますが、天然林ではなかなか見つかりません。逆に、
マツグミは天然林のモミやツガに寄生する希少種です。オオバヤ
ドリギは温暖な房州から外房にかけての沿岸部に分布しています。
　また、ヤドリギという種は日本固有のものではなく、なんとイギリス

ら
出
て
来
ま
す
。
こ
の
と
き
種
子
の
周

囲
の
ネ
バ
ネ
バ
が
糸
の
よ
う
に
伸
び

て
ぶ
ら
下
が
り
、
風
に
揺
ら
れ
て
近
く

の
枝
に
く
っ
つ
く
の
で
す
（
写
真
❹
）。

　
鳥
ま
か
せ
、
風
ま
か
せ
で
す
が
、

運
良
く
寄
主
に
く
っ
つ
い
た
種
子
は

や
が
て
「
発
芽
」
し
ま
す
（
写
真
❺
）。

「
発
芽
」
と
い
っ
て
も
、
ヤ
ド
リ
ギ
の

種
子
か
ら
伸
び
る
の
は
茎
で
も
根
で

も
な
く
「
胚
軸
」
と
呼
ば
れ
る
器
官

で
す
。
ヤ
ド
リ
ギ
の
胚
軸
は
緑
色
で
光

合
成
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
そ

の
先
端
は
吸
盤
の
よ
う
な
形
を
し
て

い
て
寄
主
の
枝
の
表
面
に
付
着
し
、
こ

こ
か
ら
「
寄
生
根
」
と
呼
ば
れ
る
根
が

寄
主
の
樹
皮
の
下
に
侵
入
し
、
や
が
て

寄
生
生
活
を
始
め
ま
す
（
写
真
❻
）。

ヤドリギの雌株の枝。直径７ミリほどの果実をつける。

❷

❸

❻ ❺ ❹

ヤドリギの実の断面。真ん中に１個の種子がある。

ウメの枝に付着したヤドリギの種子。
糸状に伸びた果肉が見える。

「発芽」したヤドリギの種子。
伸びた胚軸の先が吸盤状になっている。

寄主の枝に食い込んだヤドリギの寄生根。白っ
ぽい部分が寄主、色の濃い部分がヤドリギの組
織。それぞれの年輪を水色と黄色の線で示した。

け
ん
す
い

を含むヨーロッパからヒマラヤを経由して中国、日本に至るユーラシ
ア大陸の両端にまたがる広い分布域を持っています。ヨーロッパには
クリスマスの時期にヤドリギの枝を飾る風習があって、特別な植物と
して親しまれていますし、アジアにはヤドリギの葉をお茶として利用
する文化があります。ヤドリギは知れば知るほど魅力的な植物です。

日本のヤドリギ類
種　名 寄　主 国内分布 千葉県内
ヤドリギ 落葉広葉樹 北海道～九州 あり

ヒノキバヤドリギ おもに常緑広葉樹 関東～沖縄 あり
ホザキヤドリギ 落葉広葉樹 本州 なし
オオバヤドリギ 落葉／常緑広葉樹、針葉樹 関東～沖縄 あり
マツグミ 針葉樹 関東～沖縄 あり

ニンドウバノヤドリギ 常緑広葉樹 八重山諸島 なし

特 集

ヤドリギ 仲間の

冬
だ
！
コ
ケ
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
！

　
紅
く
色
づ
い
た
モ
ミ
ジ
が
葉
を
落
と
し
、
地

面
を
覆
っ
て
い
た
草
が
枯
れ
、
植
物
が
長
い
眠

り
に
就
く
冬
、
い
つ
も
の
散
歩
道
や
通
勤
・
通

学
路
で
、
道
端
に
広
が
る
緑
の
絨
毯
に
目
を
奪

わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
コ
ケ
植
物
の

群
落
で
す
。「
コ
ケ
」
は
、
一
般
的
に
は
小
さ

い
植
物
や
菌
類
、
藻
類
な
ど
の
全
般
を
指
す
呼

び
名
で
す
。
そ
の
た
め
、
コ
ケ
植
物
は
他
の
植

物
と
区
別
す
る
た
め
に
蘚
苔
類
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
蘚
は
セ
ン
類
、
苔
は
タ
イ
類
の
仲
間

の
こ
と
で
す
。
他
に
ツ
ノ
ゴ
ケ
類
が
あ
り
、
三

つ
の
仲
間
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
コ
ケ
植

物
は
多
年
生
で
、
紅
葉
す
る
こ
と
も
な
く
、
一
年

中
緑
色
を
し
て
い
ま
す
。
春
か
ら
秋
は
維
管
束

植
物
に
隠
れ
て
目
立
た
な
か
っ
た
コ
ケ
植
物
が

主
役
を
演
じ
る
季
節
が
冬
な
の
で
す
。

　
房
総
丘
陵
で
は
、
コ
ケ
植
物
が
個
性
豊
か
な

姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。
高
宕
山
や
清
澄
山
な
ど

は
常
緑
の
照
葉
樹
林
が
発
達
し
、
渓
谷
は
一
年

中
空
中
湿
度
が
高
い
た
め
、
キ
ヨ
ス
ミ
イ
ト
ゴ

ケ
が
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
や
ア
ラ
カ
シ
な
ど
の
枝
か
ら

糸
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
り
、
葉
上
に
は
黴
が
生

え
て
い
る
か
の
よ
う
に
カ
ビ
ゴ
ケ
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
辺
り
を
見
回
す
と
カ
ビ
ゴ
ケ
の
着
生

が
多
い
木
と
少
な
い
木
が
あ
る
よ
う
で
す
。
着

生
が
多
い
木
は
葉
の
寿
命
が
二
、
三
年
の
木
が

多
く
、
少
な
い
木
は
寿
命
が
一
年
の
木
で
す
。

宿
に
し
て
い
る
葉
と
運
命
を
共
に
し
、
葉
が
落

ち
る
時
、
突
然
死
な
ば
諸
共
と
い
う
悲
劇
的

な
最
期
を
迎
え
る
の
で
、
寿
命
が
短
い
葉
は

苦
手
な
の
で
す
。
照
葉
樹
が
葉
を
落
と
す
の

は
晩
春
が
多
い
た
め
、
生
葉
上
の
コ
ケ
植
物

に
と
っ
て
冬
は
終
末
期
に
あ
た
り
ま
す
。
春

に
胞
子
を
散
布
す
る
準
備
を
進
め
る
と
共
に
、

自
分
の
ク
ロ
ー
ン
で
あ
る
無
性
芽
を
ば
ら
ま

き
、
新
天
地
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
無
性
芽

は
ヤ
マ
イ
モ
や
オ
ニ
ユ
リ
の
む
か
ご
の
よ
う

な
散
布
体
で
、
多
く
の
コ
ケ
植
物
で
は
若
い

植
物
体
で
作
ら
れ
、
親
の
直
ぐ
近
く
に
落
ち

て
、
群
落
を
広
げ
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
ま

す
が
、
植
物
に
着
生
し
て
い

る
コ
ケ
植
物
は
成
体
に
な
っ

て
も
一
年
中
作
り
続
け
て
、

突
然
宿
を
失
っ
て
も
子
孫
が

絶
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
一
般
的
に
は
、

寒
く
な
る
と
無
性
芽
を
作
る

コ
ケ
植
物
が
多
く
、
冬
は
無

性
芽
の
観
察
に
も
適
し
て
い

ま
す
。
無
性
芽
は
休
眠
芽
の

よ
う
な
も
の
な
の
で
、
植
物

体
よ
り
も
寒
さ
や
乾
燥
に
強

い
た
め
、
厳
し
い
冬
を
生
き

抜
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
枝
や
葉
に
着
生
し
て
い
る

コ
ケ
植
物
は
、
風
に
吹
か
れ

て
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

仮
根
で
し
が
み
つ
い
て
い
ま

す
。
コ
ケ
植
物
は
根
を
持
た
ず
仮
根
が
代
わ

り
を
し
て
い
ま
す
が
、
仮
根
に
は
水
分
を
吸

収
す
る
働
き
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
雨
や
霧
、

夜
露
で
濡
れ
た
時
に
体
の
表
面
か
ら
水
分
を

吸
収
し
ま
す
。
体
全
体
が
瞬
時
に
潤
う
一
方

で
、
蒸
発
を
防
ぐ
仕
組
み
も
弱
い
の
で
、
体

の
表
面
か
ら
水
分
が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、
体

内
の
水
分
量
は
天
気
に
合
わ
せ
て
常
に
変
動

し
ま
す
。
こ
れ
を
変
水
性
と
言
い
、
こ
れ
こ

そ
が
他
の
植
物
が
利
用
で
き
な
い
生
育
立
地

を
独
り
占
め
す
る
コ
ケ
植
物
の
極
意
な
の
で

す
。
こ
の
特
技
に
よ
っ
て
、
コ
ケ
植
物
は
乾

燥
に
耐
え
、
僅
か
な
水
分
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
樹
木
の
枝
か
ら
懸
垂
し
、
生
き
て
い
る

葉
の
上
で
も
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
懸
垂
性
と
生
葉
上
の
コ
ケ
植
物
が
多
い
森
林

は
、
地
面
や
樹
幹
も
コ
ケ
植
物
で
覆
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
モ
ッ
シ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
（
コ
ケ
植

物
の
森
）
と
呼
ば
れ
る
、
熱
帯
・
亜
熱
帯
多
雨

林
を
代
表
す
る
森
林
の
ひ
と
つ
で
す
。
高
宕
山

や
清
澄
山
は
こ
の
北
限
に
近
く
、
ト
サ
ヒ
ラ
ゴ

ケ
や
キ
ノ
ボ
リ
ツ
ノ
ゴ
ケ
、
イ
ト
ヒ
キ
フ
デ
ゴ

ケ
の
よ
う
な
南
方
系
着
生
コ
ケ
植
物
の
分
布
の

北
限
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、

こ
れ
ら
が
激
減
し
て
お
り
、
す
で
に
キ
ノ
ボ
リ

ツ
ノ
ゴ
ケ
は
姿
を
消
し
、
他
に
も
生
育
が
確
認

で
き
な
い
種
類
が
あ
り
ま
す
。
何
ら
か
の
原
因

で
森
林
内
の
空
中
湿
度
が
下
が
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
懸
垂
性
や
生
葉
上
の
コ
ケ
植
物
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
房
総
丘
陵
で
あ
り
続
け
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　（
古
木
　
達
郎
）

枝から懸垂するキヨスミイトゴケ
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多
く
の
植
物
と
同
じ
く
ヤ
ド
リ
ギ

は
種
子
で
増
え
ま
す
。
し
か
し
ヤ
ド

リ
ギ
の
種
子
は
地
面
に
落
ち
た
ら
生

き
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
生
き
残
る
た
め

に
は
寄
主
の
枝
や
幹
に
種
子
を
く
っ

つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ヤ
ド
リ

ギ
に
は
そ
の
た
め
の
巧
妙
な
し
か
け

が
あ
り
ま
す
。

　
ヤ
ド
リ
ギ
に
は
雌
株
と
雄
株
が
あ

り
ま
す
。
雌
株
に
は
直
径
七
ミ
リ
く

ら
い
の
丸
い
実
が
な
っ
て
、
冬
に
黄
色

ま
た
は
赤
色
に
熟
し
ま
す
（
写
真
❷
）。

実
の
中
に
は
種
子
が
一
個
入
っ
て
い

て
、
粘
り
け
の
あ
る
透
明
な
果
肉
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
（
写
真
❸
）。
こ
の

実
を
鳥
が
食
べ
る
と
、
種
子
は
消
化
さ

れ
ず
に
糞
と
い
っ
し
ょ
に
鳥
の
お
尻
か

せ
ん
た
い

は
い
じ
く

き  

せ
い
こ
ん

い
　

か
ん
そ
く

どうやって増えるかヤドリギは

　ここまで「ヤドリギ」という１つの種について紹介してきました
が、樹木の枝や幹に寄生する低木性の種は他にもあります。これら
をまとめて「ヤドリギ類」と呼ぶことにします。ヤドリギ類は世界
に1,000種以上が知られていて、世界中の熱帯から温帯に広く分布
しています。日本には表に示す６種のヤドリギ類が知られています。
　千葉県内ではこのうち４種が記録されています。ヤドリギは県
のほぼ全域に分布しますが、北部では少ない傾向があります。ヒノ
キバヤドリギは公園などに植栽されたツバキに寄生しているのを
ときどき見かけますが、天然林ではなかなか見つかりません。逆に、
マツグミは天然林のモミやツガに寄生する希少種です。オオバヤ
ドリギは温暖な房州から外房にかけての沿岸部に分布しています。
　また、ヤドリギという種は日本固有のものではなく、なんとイギリス

ら
出
て
来
ま
す
。
こ
の
と
き
種
子
の
周

囲
の
ネ
バ
ネ
バ
が
糸
の
よ
う
に
伸
び

て
ぶ
ら
下
が
り
、
風
に
揺
ら
れ
て
近
く

の
枝
に
く
っ
つ
く
の
で
す
（
写
真
❹
）。

　
鳥
ま
か
せ
、
風
ま
か
せ
で
す
が
、

運
良
く
寄
主
に
く
っ
つ
い
た
種
子
は

や
が
て
「
発
芽
」
し
ま
す
（
写
真
❺
）。

「
発
芽
」
と
い
っ
て
も
、
ヤ
ド
リ
ギ
の

種
子
か
ら
伸
び
る
の
は
茎
で
も
根
で

も
な
く
「
胚
軸
」
と
呼
ば
れ
る
器
官

で
す
。
ヤ
ド
リ
ギ
の
胚
軸
は
緑
色
で
光

合
成
が
で
き
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
そ

の
先
端
は
吸
盤
の
よ
う
な
形
を
し
て

い
て
寄
主
の
枝
の
表
面
に
付
着
し
、
こ

こ
か
ら
「
寄
生
根
」
と
呼
ば
れ
る
根
が

寄
主
の
樹
皮
の
下
に
侵
入
し
、
や
が
て

寄
生
生
活
を
始
め
ま
す
（
写
真
❻
）。

ヤドリギの雌株の枝。直径７ミリほどの果実をつける。

❷

❸

❻ ❺ ❹

ヤドリギの実の断面。真ん中に１個の種子がある。

ウメの枝に付着したヤドリギの種子。
糸状に伸びた果肉が見える。

「発芽」したヤドリギの種子。
伸びた胚軸の先が吸盤状になっている。

寄主の枝に食い込んだヤドリギの寄生根。白っ
ぽい部分が寄主、色の濃い部分がヤドリギの組
織。それぞれの年輪を水色と黄色の線で示した。

け
ん
す
い

を含むヨーロッパからヒマラヤを経由して中国、日本に至るユーラシ
ア大陸の両端にまたがる広い分布域を持っています。ヨーロッパには
クリスマスの時期にヤドリギの枝を飾る風習があって、特別な植物と
して親しまれていますし、アジアにはヤドリギの葉をお茶として利用
する文化があります。ヤドリギは知れば知るほど魅力的な植物です。

日本のヤドリギ類
種　名 寄　主 国内分布 千葉県内
ヤドリギ 落葉広葉樹 北海道～九州 あり

ヒノキバヤドリギ おもに常緑広葉樹 関東～沖縄 あり
ホザキヤドリギ 落葉広葉樹 本州 なし
オオバヤドリギ 落葉／常緑広葉樹、針葉樹 関東～沖縄 あり
マツグミ 針葉樹 関東～沖縄 あり

ニンドウバノヤドリギ 常緑広葉樹 八重山諸島 なし

特 集

ヤドリギ 仲間の

冬
だ
！
コ
ケ
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
！

　
紅
く
色
づ
い
た
モ
ミ
ジ
が
葉
を
落
と
し
、
地

面
を
覆
っ
て
い
た
草
が
枯
れ
、
植
物
が
長
い
眠

り
に
就
く
冬
、
い
つ
も
の
散
歩
道
や
通
勤
・
通

学
路
で
、
道
端
に
広
が
る
緑
の
絨
毯
に
目
を
奪

わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
コ
ケ
植
物
の

群
落
で
す
。「
コ
ケ
」
は
、
一
般
的
に
は
小
さ

い
植
物
や
菌
類
、
藻
類
な
ど
の
全
般
を
指
す
呼

び
名
で
す
。
そ
の
た
め
、
コ
ケ
植
物
は
他
の
植

物
と
区
別
す
る
た
め
に
蘚
苔
類
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
蘚
は
セ
ン
類
、
苔
は
タ
イ
類
の
仲
間

の
こ
と
で
す
。
他
に
ツ
ノ
ゴ
ケ
類
が
あ
り
、
三

つ
の
仲
間
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
コ
ケ
植

物
は
多
年
生
で
、
紅
葉
す
る
こ
と
も
な
く
、
一
年

中
緑
色
を
し
て
い
ま
す
。
春
か
ら
秋
は
維
管
束

植
物
に
隠
れ
て
目
立
た
な
か
っ
た
コ
ケ
植
物
が

主
役
を
演
じ
る
季
節
が
冬
な
の
で
す
。

　
房
総
丘
陵
で
は
、
コ
ケ
植
物
が
個
性
豊
か
な

姿
を
見
せ
て
い
ま
す
。
高
宕
山
や
清
澄
山
な
ど

は
常
緑
の
照
葉
樹
林
が
発
達
し
、
渓
谷
は
一
年

中
空
中
湿
度
が
高
い
た
め
、
キ
ヨ
ス
ミ
イ
ト
ゴ

ケ
が
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
や
ア
ラ
カ
シ
な
ど
の
枝
か
ら

糸
の
よ
う
に
垂
れ
下
が
り
、
葉
上
に
は
黴
が
生

え
て
い
る
か
の
よ
う
に
カ
ビ
ゴ
ケ
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
辺
り
を
見
回
す
と
カ
ビ
ゴ
ケ
の
着
生

が
多
い
木
と
少
な
い
木
が
あ
る
よ
う
で
す
。
着

生
が
多
い
木
は
葉
の
寿
命
が
二
、
三
年
の
木
が

多
く
、
少
な
い
木
は
寿
命
が
一
年
の
木
で
す
。

宿
に
し
て
い
る
葉
と
運
命
を
共
に
し
、
葉
が
落

ち
る
時
、
突
然
死
な
ば
諸
共
と
い
う
悲
劇
的

な
最
期
を
迎
え
る
の
で
、
寿
命
が
短
い
葉
は

苦
手
な
の
で
す
。
照
葉
樹
が
葉
を
落
と
す
の

は
晩
春
が
多
い
た
め
、
生
葉
上
の
コ
ケ
植
物

に
と
っ
て
冬
は
終
末
期
に
あ
た
り
ま
す
。
春

に
胞
子
を
散
布
す
る
準
備
を
進
め
る
と
共
に
、

自
分
の
ク
ロ
ー
ン
で
あ
る
無
性
芽
を
ば
ら
ま

き
、
新
天
地
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
無
性
芽

は
ヤ
マ
イ
モ
や
オ
ニ
ユ
リ
の
む
か
ご
の
よ
う

な
散
布
体
で
、
多
く
の
コ
ケ
植
物
で
は
若
い

植
物
体
で
作
ら
れ
、
親
の
直
ぐ
近
く
に
落
ち

て
、
群
落
を
広
げ
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
ま

す
が
、
植
物
に
着
生
し
て
い

る
コ
ケ
植
物
は
成
体
に
な
っ

て
も
一
年
中
作
り
続
け
て
、

突
然
宿
を
失
っ
て
も
子
孫
が

絶
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
一
般
的
に
は
、

寒
く
な
る
と
無
性
芽
を
作
る

コ
ケ
植
物
が
多
く
、
冬
は
無

性
芽
の
観
察
に
も
適
し
て
い

ま
す
。
無
性
芽
は
休
眠
芽
の

よ
う
な
も
の
な
の
で
、
植
物

体
よ
り
も
寒
さ
や
乾
燥
に
強

い
た
め
、
厳
し
い
冬
を
生
き

抜
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
枝
や
葉
に
着
生
し
て
い
る

コ
ケ
植
物
は
、
風
に
吹
か
れ

て
飛
ば
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

仮
根
で
し
が
み
つ
い
て
い
ま

す
。
コ
ケ
植
物
は
根
を
持
た
ず
仮
根
が
代
わ

り
を
し
て
い
ま
す
が
、
仮
根
に
は
水
分
を
吸

収
す
る
働
き
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
雨
や
霧
、

夜
露
で
濡
れ
た
時
に
体
の
表
面
か
ら
水
分
を

吸
収
し
ま
す
。
体
全
体
が
瞬
時
に
潤
う
一
方

で
、
蒸
発
を
防
ぐ
仕
組
み
も
弱
い
の
で
、
体

の
表
面
か
ら
水
分
が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
、
体

内
の
水
分
量
は
天
気
に
合
わ
せ
て
常
に
変
動

し
ま
す
。
こ
れ
を
変
水
性
と
言
い
、
こ
れ
こ

そ
が
他
の
植
物
が
利
用
で
き
な
い
生
育
立
地

を
独
り
占
め
す
る
コ
ケ
植
物
の
極
意
な
の
で

す
。
こ
の
特
技
に
よ
っ
て
、
コ
ケ
植
物
は
乾

燥
に
耐
え
、
僅
か
な
水
分
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
樹
木
の
枝
か
ら
懸
垂
し
、
生
き
て
い
る

葉
の
上
で
も
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
懸
垂
性
と
生
葉
上
の
コ
ケ
植
物
が
多
い
森
林

は
、
地
面
や
樹
幹
も
コ
ケ
植
物
で
覆
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
モ
ッ
シ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
（
コ
ケ
植

物
の
森
）
と
呼
ば
れ
る
、
熱
帯
・
亜
熱
帯
多
雨

林
を
代
表
す
る
森
林
の
ひ
と
つ
で
す
。
高
宕
山

や
清
澄
山
は
こ
の
北
限
に
近
く
、
ト
サ
ヒ
ラ
ゴ

ケ
や
キ
ノ
ボ
リ
ツ
ノ
ゴ
ケ
、
イ
ト
ヒ
キ
フ
デ
ゴ

ケ
の
よ
う
な
南
方
系
着
生
コ
ケ
植
物
の
分
布
の

北
限
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
九
七
〇
年
代
以
降
、

こ
れ
ら
が
激
減
し
て
お
り
、
す
で
に
キ
ノ
ボ
リ

ツ
ノ
ゴ
ケ
は
姿
を
消
し
、
他
に
も
生
育
が
確
認

で
き
な
い
種
類
が
あ
り
ま
す
。
何
ら
か
の
原
因

で
森
林
内
の
空
中
湿
度
が
下
が
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
懸
垂
性
や
生
葉
上
の
コ
ケ
植
物
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
房
総
丘
陵
で
あ
り
続
け
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　（
古
木
　
達
郎
）

枝から懸垂するキヨスミイトゴケ
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ヤ
ド
リ
ギ
は
寄
生
植
物

　
こ
の
『
し
い
む
じ
な
』
に
も
何
度
か

ヤ
ド
リ
ギ
の
話
題
を
書
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
こ
の
植
物
に
つ
い
て
少
し
詳

し
く
ご
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
ヤ
ド
リ
ギ
の
存
在
に
気

づ
く
の
は
冬
で
す
。
落
葉
し
た
ケ
ヤ

キ
や
サ
ク
ラ
な
ど
の
枝
に
つ
い
た
丸

い
か
た
ま
り
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り

（
写
真
❶
）、「
あ
れ
は
木
の
病
気
か

ね
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
り
も
し
ま
す
。

あ
の
丸
い
か
た
ま
り
は
病
気
で
は
な

く
ヤ
ド
リ
ギ
と
い
う
植
物
な
の
で
す
。

ヤ
ド
リ
ギ
は
常
緑
性
の
低
木
で
、
地
面

に
生
え
る
こ
と
は
な
く
、
他
の
樹
木
の

枝
や
幹
に
根
を
差
し
込
ん
で
水
や
栄

養
を
横
取
り
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ヤ

ド
リ
ギ
自
身
に
も
葉
緑
素
が
あ
り
自

力
で
も
栄
養
を
作
れ
る
の
で
、
こ
う
い

う
も
の
を
半
寄
生
植
物
と
呼
び
ま
す
。

　
寄
生
植
物
が
寄
生
す
る
相
手
の
こ

と
を
寄
主
ま
た
は
宿
主
と
呼
び
ま
す
。

ヤ
ド
リ
ギ
の
寄
主
は
す
べ
て
落
葉
広

葉
樹
で
す
。
千
葉
県
で
は
ケ
ヤ
キ
、
エ

ノ
キ
、
サ
ク
ラ
な
ど
に
寄
生
す
る
こ
と

が
多
く
、
山
地
や
北
日
本
で
は
コ
ナ

ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ブ
ナ
、
シ
ラ
カ
バ
、

ナ
ナ
カ
マ
ド
と
い
っ
た
樹
木
に
寄
生

し
て
い
る
の
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

（
尾
崎
　
煙
雄
）
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房総の山のフィールド・ミュージアム　ニュースレター

　清和県民の森を中心とした房総の山を舞台に、地域の自然や文化そのものを「資料」や「展示物」としてとらえる、千葉県立中央博物館が中心となっておこなって
いる新しい博物館活動です。観察会の開催、君津市立三島小学校での「教室博物館」開設に加え、地域の人々と協働で資料の収集や調査・研究等をおこなっています。

房総の山のフィールド・ミュージアムとは
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今
年
の
冬
は
五
〇
数
年
ぶ
り
に
十
一
月
に

初
雪
が
降
り
積
も
り
、
驚
き
ま
し
た
ね
。

　
寒
い
冬
は
家
の
中
で
暖
か
く
し
て
い
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、

木
々
が
葉
を
落
と
し
た
こ
の
時
期
は
、
ヤ
ド

リ
ギ
や
コ
ケ
の
絶
好
の
観
察
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

天
気
の
良
い
日
は
ヤ
ド
リ
ギ
や
コ
ケ
を
探
し

に
で
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　房総の山のフィールド・ミュージアムのニュース

レターのタイトル「しいむじな」は、アナグマをさ

す房総丘陵の方言です。ムジナは地域によってアナ

グマやタヌキをさすなど様々なのですが、千葉県内

ではアナグマのことが多いようです。房総丘陵の

人々は、大きなスダジイの木のウロに棲んでいるム

ジナを、愛情を込めて「しいむじな」と呼んでいます。

編
集
後
記

4

由来の

写真中央の遠くに見える
平らな山が注目を浴びた。
これは下見の時の写真を
強調したもの。
当日は夕日に映え、もっと
はっきり見えた。

　10月23日に観察会「房総の里を歩く４～木更津周辺～」を開
催しました。
　房総丘陵の街歩きをしながら、歴史や民俗、生きものや地質・
地形など、見つけたものを何でも観察するという観察会の４回
目です。
　当日は、ちばアクアラインマラソン2016の開催日。いつもは
どちらかというとひっそりした印象の木更津市内は、とても賑
わっていました。
　観察会では、午前中は古い絵はがきや観光パンフレットをた
よりに市街を散策し、午後は太田山周辺で地層や地形を観察し、
旧安西家住宅を見学しました。
　太田山の展望台では「南東の方向に見える平らな山はいった
いどこなのか？」ということが話題になりました。そのときは

よく分からなかったのですが、後日、調べてみたところ、この
山は木更津市と君津市そして市原市の境にある万田野の砂取り
場あたりと判明しました。　　　　　　　　　　（小田島　高之）

観察会で見つけたもの
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落鮎 ～秋のアユ～

　５年前の秋、下流の橋から川面をのぞくと､ 30～40匹の魚の
群れがゆらゆらと泳いでいます。
　流線形で大きさは15～20センチ、わき腹が真っ黒です。
　産卵に向かうアユの群れです。
　ちなみに、秋のアユを落鮎や錆鮎とよびます。
　アユは産卵後、川を下りながら、死んでいきます。
　小櫃川で秋にアユを見るのは初めてでしたので、とても驚き
ました。
　突然、アユが互いに体を寄せ合い、水しぶきを上げました。
　川に降りて、岩盤をみると白い粒があちこちに付いていまし
た。アユの卵です。

　水しぶきを上げた時に産
卵したのでしょうか。
　今年の秋、地元の釣り好き
の方から聞いた話では「小櫃
川の魚で、ヤマベ（オイカワ）
やハヤ（ウグイ）は食べない
が、アユは内臓を抜き、フラ
イにして食べる」そうです。
　川魚ではアユが一番おい
しいといいます。しかし、産
卵後のアユは味がすっかり落ちています。
　さて、昭和２年（1927）発行の『君津郡誌』には「川魚の漁
獲法のみが進歩して、保護養殖が伴っていないので、種類産額
ともに減少しつつある。特に、香魚（アユのこと）は、水力電
気及び水車などに利用するため、河川の水をせきとめた。その
ため、アユが上流にさかのぼることができずに著しくその数を
減らした」と書かれています。
　すでに昭和初期からアユの減少を心配し、保護養殖の必要性
を述べています。
　いずれにせよ、アユが生活しやすい川の環境を保ち続けたいも
のです。

（文・写真　千葉県立中央博物館ボランティア　成田　篤彦）

小櫃川流域の生きもの

サケ科　体長10～ 30センチ。北海道西部以南の日本各地
に分布。夏のアユは背がオリーブ色。香気が高いので香魚
ともいう。

アユＭＥＭＯ

連　載

多数のヤドリギに寄生されたサクラ。

おち あゆ

さびあゆ

写真：秋のアユの群れ
（2011年11月１日木更津市）

ヤ
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